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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年8月12日(2021.8.12)

【公開番号】特開2020-130586(P2020-130586A)
【公開日】令和2年8月31日(2020.8.31)
【年通号数】公開・登録公報2020-035
【出願番号】特願2019-27705(P2019-27705)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】令和3年7月2日(2021.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　従来の遊技機は意外性に乏しいものとなっていた。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するために、以下に示すような、遊技機が提供される。遊技機は、ゲー
ムを表示可能な表示手段と、遊技者操作を受付可能な操作手段と、ゲームに関連して所定
領域の画像変化を伴う第１演出を表示手段に表示させているときに、操作手段の操作案内
と操作期間とを表示手段に表示させ、操作期間内の遊技者操作の検出にもとづいて所定領
域の第１演出と異なる画像変化を含む第２演出を表示手段に表示させる発展演出を実行可
能にする制御手段と、を備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゲームを表示可能な表示手段と、
　遊技者操作を受付可能な操作手段と、
　前記ゲームに関連して所定領域の画像変化を伴う第１演出を前記表示手段に表示させて
いるときに、前記操作手段の操作案内と操作期間とを前記表示手段に表示させ、前記操作
期間内の前記遊技者操作の検出にもとづいて前記所定領域の前記第１演出と異なる画像変
化を含む第２演出を前記表示手段に表示させる発展演出を実行可能にする制御手段と、
　を備える遊技機。
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